
第2回
入試説明会

2025/12/13

東京女学館
中学校・高等学校



本日のプログラム

1. 学校長挨拶

2. 試験科目について（教科主任より）

①国語 ②算数 ③社会 ④理科

3. 入試および出願について（広報室長より）

4. 校内見学・個別相談（希望者対象）
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学校長挨拶
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インクルーシブリーダーシップ
ある時は先頭に立ち、ある時はバックアップに回って

協働して１つのことを成し遂げる力
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東京女学館での学びの特徴

東京女学館・中高6年間の学び
―人としての「核」を形成。自ら学び・考え・コツコツと積み重ねる

日本の心を知る・本物を体験する・感性を豊かに
―13７年の歴史に裏打ちされた人間教育

デザイン思考を培う
―時代の流れに沿った教育活動・自分発見の機会・夢の実現へ

困難を乗り越え、しなやかに生きる力

品性を高め、真剣に学べ



中学１年 高校１年中学２年 中学３年 高校２年 高校３年

自分の興味・関心、能力や適性への理
解を深め、将来や生き方について考え
始めます。学習面では英語・英会話で
分割授業を行うなど、きめ細やかな指
導で基礎をしっかりと築きます。

1st Stage【自己理解】

社会に対する視野や考え方を拡げ、
「なりたい自分」を探求し、自己の確
立を図ります。文系・理系コースの選
択は高校一年の２学期までに決定しま
す。

2nd Stage【個性の伸長】

「自己実現」に向けて自分の進路を自
ら選び、志望する進路の実現を目指し
ます。自分が思い描く将来像と進学先
に齟齬がないように、一人ひとりを大
切にした進路指導を行います。

3rd Stage【自己実現】

一般学級 4クラス

全ての教科を偏りなく学びながら、
多様な進路の実現につながる確か
な学力を身につけます

国際学級 2クラス

ケンブリッジ国際認定校として、
海外大学進学も視野に入れたカリ
キュラムです

一般コース

国際コース

一般理系

一般文系
国
内
・
海
外
大
学

国際理系

国際文系

コース変更なしの６年一貫プログラムです
ただし、高校進学時に審査を経て
変更が認められることもあります

2026年度からの6年一貫教育の流れ

＋ケンブリッジ国際Ａレベル



＊誠実であること
＊相手を敬う心：「品性」
＊最後までやりきる力



【国語】
入試問題について

～問題構成と学習のアドバイス～
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国
語

出
題
形
式

試
験
時
間

50

分

大
問

三
題

一

文
学
的
文
章
（
小
説
・
随
筆
）

の
読
解
問
題

登
場
人
物
の
心
情
や
場
面
を
理
解
す
る
。

二

説
明
的
文
章
（
論
説
文
・
説
明
文
）

の
読
解
問
題

筆
者
の
主
張
や
論
理
の
展
開
を
理
解
す
る
。

※

記
述
問
題
（
40

字
～
80

字
程
度
）

必
ず
出
題
し
ま
す
。

筆
者
の
主
張
を
理
解
し
、
ま
と
め
る
問
題
。

自
分
の
意
見
や
体
験
を
記
述
す
る
問
題
な
ど
。

三

漢
字
の
書
き
取
り
10

問

小
学
校
で
の
学
習
範
囲
か
ら
の
み
出
題



出
題
の
特
徴

①
問
題
文
が
長
め
で
あ
る
。

一
〈
小
説
〉
：
３
０
０
０
字

～
５
０
０
０
字

二
〈
評
論
〉
：
約
３
０
０
０
字

②
本
文
全
体
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て

解
答
す
る
設
問
が
多
い
。

③
記
述
（
説
明
す
る
・
意
見
を
述
べ
る
）

問
題
が
数
問
出
題
さ
れ
る
。

→

30~

50

字
程
度×

１
～
２
問

読
み
取
っ
た
内
容
を
自
分
の
言
葉
で

表
現
す
る

★
速
読
力
、
速
記
力
を
つ
け
て
お
こ
う
！

★
過
去
問
を
解
い
て
お
こ
う
！



合
格
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
漢
字
は
満
点
を
目
指
そ
う
！

勉
強
す
れ
ば
確
実
に
得
点
で
き
ま
す
。

※

正
答
率
の
分
析
結
果
を
み
る
と
、

第
１
回
の
問
題
１
０
題
中
、
８
題
で

合
格
者
と
不
合
格
者
の
正
答
率
に

１
０
ポ
イ
ン
ト
程
度
の
差
が
あ
り
ま
す
。

漢
字
の
正
答
率
が
合
否
を
分
け
る
こ
と
も
。

全
受
験
者
で
も
っ
と
も
正
答
率
が
低
か
っ
た

問
題
は
、
「
フ
ウ
キ
の
乱
れ
を
正
す
」

正
解
：
風
紀

誤
答
例
：
風
記

風
気

②
読
解
問
題
も
難
易
度
は
標
準
的
。

接
続
詞
の
空
所
補
充
や
指
示
語
の
問
題
な
ど

基
本
的
な
問
題
を
確
実
に
。

過
去
問
や
問
題
集
で
練
習
し
よ
う
！

※

正
答
率
の
分
析
結
果
を
み
る
と
、

第
１
回
の
大
問
「
二
」
問
一

接
続
詞
の
空
欄
補
充
問
題
で
、
合
格
者
と
不

合
格
者
の
正
答
率
の
差
が
２
０
ポ
イ
ン
ト
以

上
あ
り
ま
し
た
。

基
本
問
題
を
確
実
に
得
点
す
る
こ
と
が
合
格

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。



合
格
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

③
記
述
問
題
は
、
高
配
点
。

（
説
明
す
る
・
意
見
を
述
べ
る
）

・
日
本
語
の
表
現
能
力
が
大
切
。

主
語—

述
語
の
対
応
や
副
詞
の
呼
応
。

・
指
定
字
数
の
８
０
％
以
上
記
述
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

・
誤
字
や
脱
字
は
減
点
対
象
。

・
部
分
点
も
あ
る
の
で
、
書
け
る
こ
と
を

書
く
。
少
し
違
う
か
な
と
思
っ
て
も
何

も
書
か
な
い
よ
り
は
よ
い
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

普
段
か
ら
文
章
の
読
み
書
き
す
る
経
験
を
！

（
読
書
に
親
し
む
。
日
記
を
つ
け
る
。

本
や
映
画
の
感
想
を
書
く
な
ど
。
）

参
考

正
答
率
の
分
析
結
果
を
み
る
と
、

第
１
回
大
問
「
一
」
問
四
の
記
述
問
題
。

「
登
場
人
物
の
行
動
を
３
０
字
以
内
で
説
明
せ

よ
」
は
、
合
格
者
と
不
合
格
者
と
の
正
答
率
の

差
が
も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
問
題
で
し
た
。

合
格
者
正
答
率

７
５
％

不
合
格
者
正
答
率

４
５
％



記
述
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

文
章
中
の
表
現
を
説
明
す
る
問
題

例
題
（
２
月
１
日
午
後
「
二
」
問
七
）

「
数
字
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
世
界
」
と

あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
世
界
の
こ
と

で
す
か
。
「
～
世
界
。
」
に
続
く
よ
う
に

三
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

こ
こ
で
は
、
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え

て
、
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
問
い
の
場
合
は
、

・
「
数
字
」
と
は
何
か
。

・
「
支
配
」
と
は
ど
う
す
る
こ
と
か
。

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。



記
述
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

文
章
中
の
表
現
を
説
明
す
る
問
題

本
文
か
ら
読
み
と
る
「
数
字
」
と
は
？

こ
の
本
文
で
は
「
数
値
」
と
い
う
語
が
繰

り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
。

例
「
数
値
的
エ
ビ
デ
ン
ス
」

「
数
値
に
重
き
を
置
く
」

「
数
値
と
客
観
性
へ
の
過
度
な
信
頼
」

な
ど
。

こ
の
本
文
中
で
は
、

「
数
字
」
は
何
ら
か
の
「
数
値
」
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
「
序
列
」
や
「
比
較
」
の

基
準
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。



記
述
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

文
章
中
の
表
現
を
説
明
す
る
問
題

「
支
配
」
と
は
？

他
者
に
対
し
て
、
行
動
や
考
え
方
を
規

制
し
た
り
、
強
制
し
た
り
す
る
こ
と
。

本
文
中
に
関
連
し
た
表
現
を
探
す
と
、

自
分
自
身
を
数
字
に
縛(

し
ば)

り
付
け
て

競
争
を
強
い
る

数
字
と
競
争
へ
の
強
迫
概
念

数
字
だ
け
が
優
先
さ
れ
て
、
生
活
が
完
全

に
数
字
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
社

会な
ど
が
見
つ
か
り
ま
す
。



解
答
の
ポ
イ
ン
ト

「
数
字
に
支
配
さ
れ
た
世
界
」

「
数
値
化
さ
れ
た
序
列
や
価
値
に

よ
っ
て
思
考
や
行
動
が
強
制
、
制
限

さ
れ
る
」
世
界
（
29

字
）

「
数
値
や
客
観
的
妥
当
性
が
過
度
に

信
仰
さ
れ
、
数
字
ば
か
り
が
優
先
さ

れ
る
」
世
界
（
30

字
）

採
点
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
数
字
の
意
味
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

②
「
支
配
」
の
意
味
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

③
日
本
語
と
し
て
不
自
然
で
は
な
い

④
誤
字
や
脱
字
が
な
い
。



読
解
の
ポ
イ
ン
ト

具
体
と
抽
象

具
体
的
な
表
現
は
、

抽
象
的
な
意
味
を
考
え
る
。

そ
れ
っ
て
、
つ
ま
り
、

ど
う
い
う
こ
と
？

抽
象
的
な
表
現
は
、
具
体
的
に
は

何
に
あ
た
る
か
を
考
え
る
。

そ
れ
っ
て
、
例
え
ば
、

ど
う
い
う
こ
と
？

具
体
と
抽
象
を
行
っ
た
り
来
た
り

し
な
が
ら
物
事
を
理
解
し
て
い

く
。



最
後
に
・
・
・

◎
普
段
か
ら
時
間
を
測
っ
て
読
む
練
習
を

◎
本
を
読
む
と
き
、
問
題
を
解
く
と
き
、

人
と
接
す
る
と
き
、
普
段
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
考
え
る
習
慣
を
つ
け
よ
う
！

◎
女
学
館
の
国
語
は
基
本
重
視
で
す
。

合
格
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。



【算数】
入試問題について

～問題構成と学習のアドバイス～
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【算数】 50分 100点満点
＜出題のねらい＞

① 計算、図形、文章題等の基礎学力の確認

② いくつかの内容が融合された問題に対する問題解決能力の確認

＜問題構成＞

１ 計算問題４題。

２ 小問５題。

３～７ 文章題５題。

全ての回において、『グラフを利用する問題』を、

必ず１題出題します。

2/1の午前・午後の回では，「記述式の問題」が出題されます。



＜大問１番の学習アドバイス＞

➢正確に素早く計算できるよう、計算問題の練習を！

→ぜひ、４回すべての回に取り組んでください。それぞれ
の回の難易度も体感できます。

☆特に、次の小数は比較的よく出題されます。すぐに
分数に直せるようにしておきましょう！



2025年度【2月1日午前】大問１番より

２題は四則演算で、２題は虫食い算を出題



＜大問２番以降についての学習アドバイス＞

➢名前がついている有名な考え方（○○算）は確実に理
解しておきましょう。

→ お勧めは、本校の過去問です！
それぞれの回の難易度も体感できます。
ぜひ、４回すべての回に取り組んでみてください！

●大問２番の小問、または、大問３～７番の文章題の１題
として、多くの回で出題される問題

つるかめ算、速さ、仕事算、規則性に関する問題、
割合の問題、水に関する問題（体積、表面積、食塩水）



2025年度【2月1日午前】入試より《差がついた問題》

大問１（２）：計算問題

合格者の正答率が91％に対して、

不合格者の正答率は59％と大きく差のついた 問題です。

計算の工夫をすると簡単に解くことができます。



2025年度【2月1日午前】入試より《差がついた問題》

大問２（2）（3） ：小問

どちらも正答率の差が20％以上ありました。

分数・比の問題は差が出やすいです。



2025年度【2月1日午前】入試より《差がついた問題》

大問２（４）：図形

合格者の正答率が75％に対して、

不合格者の正答率は38％と大きく差のついた 問題です。



2025年度【2月1日午前】入試より《差がついた問題》

大問5（1）（2）どちらも正答率の差が20％以上ありました。

合格者の正答率は85％以上です。



2025年度【2月1日午前】入試より《差がついた問題》

大問6（1）（2）

（1）の合格者正答率は80％、不合格者正答率46％

（2）の合格者正答率は25％、不合格者には答えを

求められた人がほとんどいませんでした。



分数・小数について
分数、小数（帯分数、仮分数）は、値が正しい場合すべて正解となります。

1.125 =
9

8
= 1

1

8
ただし、約分は必ず行ってください。

16

8
は 2 と書く

ｃ ｃｃ

《算数の採点について》



単位について
単位は解答用紙に記載されています。自分で書く必要はありません。

長さや重さなどの問題では、指定された単位で答えなければいけません。

（1） 個
単位は記載されています！

（1） 2.3 kg （1） 2300g kg
ｃ

《算数の採点について》



記述問題について
例）グラフの様子から状況を読み取り、言葉で説明する問題、途中式を書かせる問題

長い文である必要はありません。

解答の過程で重要となる部分を明記し、簡潔かつ的確に記してください。

《算数の採点について》



【算数のまとめ】

💡大問1・2でしっかり得点を取りましょう。
💡大問３～７は基本解きやすい順になっていますが、

自分にとっての得意なものを優先して取り組むことを
お勧めします。

💡午前入試（2/1午前、2/3）を受験する方は、午前
入試の回の過去問を、午後入試（2/1午後、2/2）を
受験する方は、午後入試の回の過去問に取り組む
ことをお勧めします。



【社会】
入試問題について

～問題構成と学習のアドバイス～
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34

〔試験時間〕 ３０分、５０点満点

〔問題構成・内容〕

・ 大問２題、小問３０題程度

・1つの問題中に、地理・歴史・公民の各分野を

盛り込んだ総合問題

社会入試問題の概要 その１
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〔 配点 〕

語句・記号・並べ替え → １～２点

文章記述 → ２～４点（部分点あり）

〔採点基準〕

漢字で答えるよう指定→ 正しい漢字のみ〇

漢字指定なし → ひらがなでも○

すべて選ぶよう指定 → 完答で〇

社会入試問題の概要 その２



36

合否が分かれた問題
例）令和7年度入学試験問題 2月1日（午前）より

【１】問９ 津田梅子に関連する問題

本文・・ ⑦1871年に欧米を調査するために派遣された使節

問・・ 下線部⑦について、この使節の代表をつとめた

人物の名前を漢字で答えなさい。

答え 岩倉具視

→ 誤字が多かった問題

合格者正答率 ：81.8％

不合格者正答率：58.1％



37

【２】問６ 新潟の信濃川に関連する問題

本文・・新潟県には日本一長い川である信濃川が流れています。次の
地図の「横田」（地図の中の★）という地域では、どのような変化
があったか、その理由についても説明しなさい。（途中略）

▼明治44（1911）年 ▼平成19（2007）年

他に 横田破堤記念碑（1896年の水害を伝える碑）の写真

1896年7月水害における浸水区域・破堤地点概略図 を掲載



38

答え 1896年7月、信濃川が横田で堤防を破ってはんらんし、

新潟市をはじめ、県内が広く浸水して大きな水害になっ

た。そこで、大河津分水路を建設し、信濃川の水を横田

の手前で日本海へ流すようにしたので、洪水が起こらな

くなった。

→ 地図や写真、その表題や内容から、わかることを

何が言えるか、整理して考える問題（部分点あり）

合格者正答率 ：65.9％

不合格者正答率：40.9％
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社会の学習ポイント①

地理・歴史・公民的分野の

基礎・基本の学習を丁寧にしておこう

教科書をしっかり読んで理解し、

書けるようにしておきましょう

◎６年生の教科書も最後まで学習しておく

誤字にも
注意！
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社会の学習ポイント②

図表・グラフをよく見ておこう

教科書の図・グラフの解説を丁寧に読み、

何を言おうとしているのか理解し、読み取り

方に慣れておきましょう
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社会の学習ポイント③

新聞・ニュースに注目しておこう
2025年10月ごろまでの範囲で時事問題は必ず出題

国内外の出来事・話題に注目しておきましょう！

内閣広報室
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文章記述式の問題に慣れておこう
的確な用語などを盛り込んで、

説明をわかりやすく書けるように

教科書や参考書で、どのように説明しているか

注意して読んでみましょう

※部分点もあります。あきらめずに何か書くつもりで

社会の学習ポイント④



【理科】
入試問題について

～問題構成と学習のアドバイス～
合否を分ける４＋１の「力」
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シカクいアタマをマルくする。©日能研
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①自然や科学的な事象に関する基本的な

知識・計算力などの確認

② 論理的に考える力・資料を読み解く力・

記述力・問題を整理する力が身について

いるかの確認

③ 自然科学への興味関心をもっているかの確認

理科出題のねらい

45



理科出題の構成・内容

① 大問：３題で出題。

② 実験や観察の結果をもとに考える問題が多く

出題される。

③ 基本的な問題が中心。一見難しそうな問題も、

よく考えれば解ける。

（問題文・図・表にヒントあり！）
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令和８年度入試の出題形式

➢ １日午前（第１回）も３日午前（第４回）も
大問数は３題。
⇒大問１題あたりの小問数は例年通り。考える問題
や記述問題もある。

➢ 令和７年度各大問
第１回 問１：地学 問２：物理 問３：生物
第４回 問１：地学 問２：生物 問３：化学

注目‼
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第１回入試（2025年2月1日実施）＜理科＞

１（地学）問題によって正答率にばらつきがみられるので、基

本を押さえることが重要。

(2) (3)A (4)③ (4)④B (6)

２（物理）合格者の正答率は高く、物理分野も嫌がらずに勉強

しておくことが重要。

(3) (4)い・う・え (6) (7)条件に合うグラフを選ぶ問題

３（生物）正答率にあまり差がつかなかった。ここで落とすと

差がついてしまうので、生物分野で得点することが重要。

(1) (10)図から生じる種子の比を読み取る問題

合格者と不合格者で正答率に20％以上差があった問題 (赤字は30％以上差があったもの）
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合否を分ける4つの力①・・・「計算力」
2024年度入試 第4回 大問３ 「化学」の問題

(5) 砂糖25gに水を加えて濃さが25％の砂糖水をつくるとき、必要な水
は何gですか。

答え：75g

(6) 濃さが10％の砂糖水300gと、濃さが2％の砂糖水100gを混ぜ合わ
せたときにできる砂糖水の濃さは何％ですか。

答え：8％

★基本的な計算問題も出題されます！！
１つ１つあせらず取り組むめば大丈夫です！！見直しも忘れずに！！
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合否を分ける4つの力②・・・「（ちょっとした）思考力」
2025年度入試 第1回 大問1 「地学」の問題（改）

(6) ぎょう灰岩には軽石も含まれていました。この軽石を観察したところ、

小さい穴がたくさん空いていました。小さい穴ができる理由を説明しな
さい。

★ 「穴の正体」は何か？
★ 「ぎょう灰岩はどのようにしてできている」か？
★ 「ちょっとした思考力」が必要な問題は計算問題も含めて数多く出題さ
れています！！

答え：マグマには水や二酸化炭素が溶け込んでいて、
噴火の際に発砲し、冷えて固まるから。

50



合否を分ける4つの力③・・・「文章を読む力」
2025年度入試 第4回 大問1 「地学」の問題（改）

雨雲（積乱雲）が次々と発生して列になった積乱雲群が、数時
間にわたってほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出
される線状に伸びた強い雨域のことを線状降水帯といいます。
(9)通常積乱雲は雨を降らせると1時間程度で消滅してしまいま

すが、線状降水帯はなぜ強い雨が数時間渡って降り続くのか、
理由を説明しなさい。

答え：1つ1つの積乱雲は消滅しても、次々と発達した積乱雲が
列をなし、それが同じ場所を通過し続けるから。

★記述問題は部分点有り。必ず何か書く！
★自分の答えを読んで、「なぜ？」が含まれないかを確認。
「なぜ？」 が含まれる場合には不足があるので、その部分を追加する。
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合否を分ける4つの力④・・・「資料を読む力」
2024年度入試 第1回 大問1 「生物」の問題（改）

(8) グラフⅰ、ⅱの結果から、１つの鉢でインゲンを育てた場合、種子のまき方の工夫

によって食べられるインゲンの重さを増やすことはできますか。なぜそう答えたのか、
理由も答えなさい。

【条件】
Aの鉢には15個の種子を等間かくでまいた。
Bの鉢には35個の種子を等間かくでまいた。
Cの鉢には60個の種子を等間かくでまいた。
Dの鉢には150個の種子を等間かくでまいた。

答え：できない 種子のまき方を変えても、鉢のすべてのインゲ
ンを合わせた重さは変わらないから。

★情報を整理しながら文章を読み進め、グラフや表が何を表しているのか
を読み取る。あきらめない気持ちも大切！！

少ない
ほど重い

同じ
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合否を分ける＋１の「力」 ・・・「努力」
2025年度入試 第1回 大問1（4）

マグマが冷え固まってできた岩石のことを何といいますか。
答え：火成岩

2025年度入試 第1回 大問３（1）改題

次の4つの植物のうち、ヒルガオ科の植物はどれですか。
ア．ヘチマ イ．サクラ ウ．サツマイモ エ．タンポポ

答え：ウ
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3年分の過去問題



一般学級 | 2026年度入試

試験日
第１回

２月１日(日)午前
第２回

２月１日(日)午後
第３回

２月２日(月)午後
第４回

２月３日(火)午前

募集人員 35名 35名 20名 10名

試験科目

試験時間

配点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

社会 30分
50点

社会 30分
50点

理科 30分
50点

理科 30分
50点

現・小学6年生
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同じ試験で国際学級
（各15名）の入試を実施

※面接は行いません。
※毎年４月に募集要項抜粋を、６月下旬に募集要項をHPに掲載。



一般学級 | 令和７(2025)年度 入試結果

第1回
2月1日

午前

第2回
2月1日
午後

第3回
2月2日
午後

第4回
2月3日

午前

募集人員 35名 35名 35名 25名

出願者数 156 360 390 305

受験者数 137 325 259 149

合格者数 44 162 131 40

実質倍率 3.1倍 2.0倍 2.0倍 3.7倍

出願者倍率 4.5倍 10.3倍 11.1倍 12.2倍
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第1回
(2/1)

第2回
(2/1)

第3回
(2/2)

第4回
(2/3)

科目 国語算数社会理科国語算数国語算数国語算数社会理科

配点 100 100 50 50 100 100 100 100 100 100 50 50

受験者平均点 69.7 43.5 28.4 26.9 62.5 56.7 63.5 54.2 53.4 50.2 27.8 29.3 

合格者平均点 77.1 57.3 33.8 33.0 71.1 69.3 69.6 65.7 63.9 65.8 33.8 33.8 

合格者最低点 61 34 23 22 48 48 48 44 42 43 25 24

合格者最低合計点 183/300 122/200 119/200 178/300

合格ライン得点率 61.0% 61.0% 59.5% 59.3%
※合否は全科目の合計点で判定。全体で65％以上得点することを目標に！

第１回・第２回の算数は
記述問題を必ず出題
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一般学級 | 令和７(2025)年度 入試結果



国際学級 | 2026年度入試
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現・小学6年生

帰国生入試 一般生入試

試験日
①2025年11月30日（日）
②2025年12月 9日（火）

①2026年2月1日（日）午後
②2026年2月2日（月）午後

募集人員 ①15名 ②15名 ①15名 ②15名

試験科目

試験時間

配点

算数 30分・50点
国語 30分・50点

算数 30分・50点
英語資格 50点

国語 50分・100点
算数 50分・100点

面接：なし ※英検準2級以上取得者に加点

準2級 5点、2級 10点、準1級以上 15点

※同日の一般学級入試と共通の試験で実施、

2/1午後・2/2午後は国際学級・一般学級

のうちいずれか一方しか出願できません

受験科目は ①算数・国語

または ②算数・英語資格の選択制

※英語資格は英検準2級以上で得点換算

準2級 40点、2級 45点、準1級以上 50点

英検の取得時期は問いません

※毎年４月に募集要項抜粋を、６月下旬に募集要項をHPに掲載。

一般学級と同じ試験のため
帰国生入試より難易度が高い

英検の取得時期は問いません



国際学級 | 令和７（2025）年度入試結果

帰国生 一般生

12月1日 2月2日

国語・算数 英語・算数 国語・算数

募集人員 18名 20名

出願者数 6 56 92

受験者数 6 53 76

合格者数 4 37 35

実質倍率 1.5倍 1.4倍 2.2倍

出願者倍率 3.4倍 4.6倍
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12月1日 帰国生 2月2日 一般生
２科選択 ２科選択 ２科

科 目 国語 算数 英語 算数 国語 算数

配 点 50 50 50 50 100 100

受験者平均点 32.2 24.7 45.6 26.8 61.5 53.0 

合格者平均点 37.3 25.5 46.2 30.2 68.3 68.5 

合格者最低点 27 20 40 22 46 52

合格者最低合計点 58/ 100 67/ 100 122/ 200

合格ライン得点率 58.0% 67.0% 61.0%
※合否は全科目の合計で決定、英語の得点はすべて英語資格による得点換算
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募集要項・出願日程
【募集要項】
本校HPからダウンロードください

※印刷物での配布はしておりません

【出願日程】
①帰国生入試（国際学級） 受付中

第1回 11月29日（土）16：00

第2回 12月8日（月）16：00

②一般入試 2026年1月10日（土）受付開始

2月1日（日）午前・午後 1月31日（土）23：30まで

2月2日（月）午後・2月3日（火）午前 試験当日6：00まで

令和８年度生徒募集要項 令和８年度帰国生入試募集要項
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午後入試の受付・開始時刻について
２月１日（日）午後：一般学級 第２回、国際学級第１回

２月２日（月）午後：一般学級 第３回、国際学級第１回

【試験科目】国語50分100点、算数50分100点

【集合・開始時刻】15：00集合、15：20試験開始

※集合・開始時刻に間に合わない場合、１時間以内なら受験可能
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16：10受付終了、16：20試験開始



令和８年度入試｜受験料・入学金について
【受験料の割引】※追加出願にも適用

１回の出願で ¥25,000

２回の出願で ＋¥5,000 計¥30,000

３回の出願で ＋¥5,000 計¥35,000

４回の出願で ＋¥5,000 計¥40,000

【入学金の返金】

2月9日（月）午前11：00までに入学辞退届を提出された
場合、入学金を全額返金 ※帰国生入試は1月17日（土）正午まで



複数回受験の優遇措置②

【合否決定の際の優遇】

一定の人数まで総合得点順で合格者を決定。

→ その後、繰り上げ合格者を決定する際には、
複数回受験者を優先＝複数回受験が有利
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出願手続き
出願手続きはオンライン（miraicompass）にて

インターネット出願サイト
（miraicompass）

インターネット出願サイトの使い方
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受験票・写真票について
※一般入試の出願・受験票の印刷は1月

10日（土）から開始

※受験票・写真票は受験回ごとに発行され
ます。印刷して「切り取り線」で切り離した
状態で試験当日に持参してください。

登録した写真はここに表示
事前に登録していない方は4cm×3cmの
写真を貼って当日持参

４桁の数字が受験番号（受験回ご
とに異なる）
切り離して試験当日に持参、当日
配布されるホルダーに入れる
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提出書類
【出願時に提出するもの】
①英検合格証のコピー

②海外在留証明書

※①②いずれも該当者のみ提出

募集要項８ページの「宛名シート」を印刷して封
筒に貼り、「簡易書留」で郵送してください。

提出期間：１月１０日（土）～１月２９日（木）必着

※必着日に間に合わない場合は試験当日に事務室に提出
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提出書類
【入学手続き時に提出するもの】

①成績通知表のコピー

通知表は、小学校６年時の１・２学期の成績と出欠の記録が記載さ
れているもので、小学校名が記されているページを含め、すべての
面をＡ４用紙両面でコピーしてください。

※インターネット出願の際に、小学５年生～６年生１２月までの学
校出席日数・欠席日数の入力欄があります

※詳細は募集要項でご確認ください
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提出書類についてよくある質問①

Q: 一般入試で「英検の合格証明書のコピー」を提出す
ると、何か優遇は受けられますか？

また、取得級や取得時期によって優遇に差はありま
すか？

A: 国際学級では英検準２級以上で加点いたします。

一般学級では、繰り上げ合格の対象者を決定する際
に、英検取得者（級は問わない）を優先いたします。

いずれも取得時期は問いません。
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提出書類についてよくある質問②

Q: 小学校が２期制ですが、提出する成績通知表のコ
ピーは前期のものだけでよいですか？

A: はい。前期の通知表のみで結構です。

ただし、12月までの出欠記録を手書きで書き加えて
ください。小学校からの証明書は必要ありません。
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提出書類についてよくある質問③

Q: 通知表を小学校では発行していないが、どうしたら
よいですか？

A: ５年生の学年通知表と６年生の12月末までの出欠の
記録が入った在学証明書または報告書(※)をご提出く
ださい。

※小学校で在学証明書等の発行ができない場合には、

「東京私立中学高等学校協会の標準様式の報告書」をダウン
ロードし、担任の先生に記入していただいてください。
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「報告書」 ※「東京私立中高協会 標準様式」で検索
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このファイル（エクセル）
をダウンロード



試験当日のお願い
①寒さ対策を忘れずに、暖かい服装でお越しください。

②保護者の付き添いはお一人までとさせていただきます。

控室でお待ちいただくほか、途中外出も可能です。

③次の時間帯に控室で昼食をとることができます。

午前入試…学力試験終了後

午後入試…受付の前

※食堂で昼食の販売はしておりません。

※ゴミの持ち帰りにご協力ください。
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合否照会

合格照会サイトのURLは、受験票
と出願後に送られてくる出願確認
メールに記載されています。

※合否照会サイトのID/パスワード

【ログインID】受験番号

【パスワード】出願時に設定
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繰り上げ合格・入学金について

【繰り上げ合格について】

入学手続き締め切り後、２月5日（木）13：00からお電
話でご連絡いたします。

【入学金の返金】

2月9日（月）11：00までに入学辞退届を提出された場合、
入学金を全額返金（振込手数料を差し引いた金額）
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SNSのご案内

➢ Instagram、YouTubeで生徒たちの学校生活の様子を発信しています。
➢ LINEでは最新のイベント情報・入試情報などをお知らせしています。

公式Instagram 公式LINE公式YouTube


